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生垣の作り方を練習する会員の皆さん。男結びが簡単なようでなかなか難しい？

目　次 町別男女別会員数
町　別

（26.11末現在）

香 美 町
男
女
男
女
男
女

141
192

131

51
100
31
241 323
82

新温泉町

合 　 計

男女別 合　計

●表紙 雪吊り・生垣作りの講習会の模様 1………………
●年頭のご挨拶（理事長、香美町長、新温泉町長） 2
●役職員、地域班委員のご紹介 3……………………………

……

●会員数の推移及び受注状況等 4……………………………
●平成26年度 シルバーフォトアルバム 5～6……………
●シルバー人材センターの安全対策について 6……………
●シルバー会員大募集！ 7……………………………………
●シルバー人材センターのＰR 8……………………………

香美町村岡区 御殿山公園にて
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
家
族
お
揃

い
で
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
香
美
、
新
温
泉
両
町
の
各
ご
家

庭
や
各
事
業
所
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
今
回
お
届
け
し
た
「
シ
ル
バ
ー
み
か

た
」
で
初
め
て
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成

11
年
６
月
に
美
方
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
以
来
、
平
成
18
年

４
月
に
香
住
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
統
合
し
現
在
の
組
織
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
更
に
平
成
25
年
４
月
に
は
、
香
住
、

村
岡
・
小
代
、
浜
坂
、
温
泉
の
各
地
域
に

あ
り
ま
し
た
支
部
を
廃
止
し
て
、
湯
村
に

あ
り
ま
す
現
在
の
事
務
所
に
統
合
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
定
年
退
職
な
ど
を
し
た
高
年
齢

退
職
者
の
皆
様
方
が
長
年
培
っ
た
経
験
や

知
識
を
生
か
し
て
仕
事
を
し
、
仕
事
を
通

じ
て
地
域
社
会
に
役
立
つ
事
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
受
注
内
容
は
除
草
、
草
刈

り
な
ど
の
一
般
作
業
が
全
仕
事
量
の
概
ね

半
数
を
占
め
、
施
設
の
宿
日
直
、
植
木
剪

定
、
自
動
車
運
転
、
検
針
、
配
達
、
宛
名

書
き
、
賞
状
の
筆
耕
な
ど
そ
の
内
容
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

近
年
、
入
会
者
よ
り
高
齢
・
病
気
な
ど
に

よ
る
退
会
者
が
こ
れ
を
上
回
る
減
少
傾
向

が
続
い
て
お
り
、
ご
依
頼
を
頂
い
た
お
仕

事
を
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ

り
ま
す
。
今
後
更
に
会
員
増
加
に
取
組
み
、

家
事
支
援
業
務
な
ど
、
今
後
地
域
で
必
要

と
さ
れ
る
事
が
想
定
さ
れ
る
仕
事
内
容
を

充
実
さ
せ
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
必
要

と
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
格
段

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
新
年
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
が
問
題
と
さ
れ
る
現
在
、

皆
様
方
が
元
気
に
社
会
参
加
さ
れ
る
こ
と

は
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

本
町
に
と
っ
て
、
大
き
く
貢
献
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
む

中
、
経
験
と
能
力
の
あ
る
皆
様
方
の
社
会

参
加
は
、
健
康
の
維
持
、
生
き
が
い
の
増

進
だ
け
で
な
く
、
技
術
の
継
承
、
労
働
力

不
足
に
よ
る
企
業
や
地
域
社
会
に
大
き
く

資
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
地
元
で
の
臨
時
的
・
短
期
的
な

就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
も
増
加
す
る
と
思

わ
れ
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
、

益
々
重
要
な
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
本
町

も
貴
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

就
業
機
会
の
拡
大
等
の
支
援
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
方
が
ご
家
族
と
明
る
く
幸

せ
な
家
庭
を
築
い
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

貴
セ
ン
タ
ー
が
さ
ら
に
飛
躍
さ
れ
る
こ
と

を
ご
期
待
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
会
員
の
皆
様
の
豊
富
な
知
識
や
経

験
を
活
か
し
た
就
業
活
動
等
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
改
め
て
世
界
認
定
を
誇
り
に
思
う
と

と
も
に
、
文
化
や
社
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

恩
恵
を
享
受
で
き
る
取
組
を
地
域
と
と
も

に
進
め
、
息
の
長
い
活
動
へ
と
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
「
浜
坂
道

路
」
に
お
い
て
は
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
産
業
の
振
興
や

広
域
的
な
交
流
の
促
進
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

ま
す
ま
す
高
齢
者
層
の
方
々
が
地
域
を
支

え
る
社
会
へ
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
高

齢
社
会
に
お
け
る
生
き
が
い
や
健
康
づ
く

り
な
ど
、
地
域
が
元
気
に
な
る
取
組
を
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
様
の
存
在
は
大

変
貴
重
で
あ
り
、
ま
た
、
貴
セ
ン
タ
ー
が

果
た
す
役
割
は
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

藤
澤
𠀋
夫

香
美
町
長

浜
上
勇
人

新
温
泉
町
長

岡
本
英
樹
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理
事
長
（
総
務
）

（
香
美
町
小
代
区
）

藤
澤
𠀋
夫

副
理
事
長
（
総
務
）

（
新
温
泉
町
温
泉
地
域
）

大
桐
茂
樹

常
務
理
事
兼

事
務
局
長

（
新
温
泉
町
浜
坂
地
域
）

仲
山
秀
樹

理　

事
（
業
務
）

（
香
美
町
香
住
区
）

川
田
昌
吾

理　

事
（
総
務
）

（
香
美
町
香
住
区
）

谷
原
　
登

理　

事
（
業
務
）

（
香
美
町
村
岡
区
）

野
村
尚
司

理　

事
（
業
務
）

（
香
美
町
小
代
区
）

井
口
　
薫

理　

事
（
総
務
）

（
香
美
町
村
岡
区
）

東
垣
優
子

理　

事
（
業
務
）

（
新
温
泉
町
浜
坂
地
域
）

四
方
　
博

理　

事
（
総
務
）

（
新
温
泉
町
浜
坂
地
域
）

下
雅
意
　
敏

理　

事
（
業
務
）

（
新
温
泉
町
温
泉
地
域
）

坂
本
廣
志

監　

事
（
新
温
泉
町
浜
坂
地
域
）

西
川
　
仁

監　

事
（
行
政・
香
美
町
村
岡
区
）

藤
原
博
文

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

役
　
　
員

職
　
　
員

地
域
班
委
員

（
総
務・業
務
）

※

（　

）内
は
所
属
の
担
当
委
員
会

※

（　

）内
は
所
属
の
担
当
委
員
会

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
（
総
括
）

３
年
目
に
な
り
ま
す
。団
塊
の
世
代
の

皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

趣
味
：
登
山
、
野
菜
づ
く
り

出
身
：
新
温
泉
町
浜
坂
地
域

仲山　秀樹
経
理・総
務
業
務
全
般
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

総
務
課
長
（
経
理
・
総
務
）

趣
味
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

出
身
：
香
美
町
村
岡
区

井上　福美
業
務
担
当
（
業
務
全
般
・
浜
坂
地
域
補
佐
）

業
務
全
般
の
事
務
処
理
と
、浜
坂
地
域

業
務
の
補
佐
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

趣
味
：
手
芸
、
音
楽
鑑
賞

出
身
：
新
温
泉
町
浜
坂
地
域

山村　尚美
業
務
担
当
（
香
住
地
域
）

香
住
地
域
担
当
と
し
て
３
年
目
に
な

り
ま
す
。

趣
味
：
園
芸
の
他
、
梨
農
園

出
身
：
香
美
町
香
住
区

駒居　　勝
業
務
担
当
（
村
岡
小
代
地
域
）

村
岡
と
小
代
の
広
域
な
地
域
を
担
当

し
て
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

趣
味
：
野
菜
づ
く
り

出
身
：
香
美
町
村
岡
区

田中　和美
業
務
担
当
（
浜
坂
温
泉
地
域
）

昨
年
７
月
よ
り
お
せ
わ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

趣
味
：
野
菜
づ
く
り

出
身
：
新
温
泉
町
温
泉
地
域

杉岡　和馬

香
住
地
域

上
田
仁
士
（
香
住
Ａ
）

藤
原
新
一
（
香
住
Ｃ
）

吉
津
康
夫
（
柴
山
）

常
榮
　
昭
（
佐
津
・
奥
佐
津
）

中
村
元
太
夫
（
香
住
Ｂ・
長
井
）

委
員
長

村
岡
・
小
代
地
域

伊
澤
敏
行
（
村
岡
）

福
井
惣
一
郎
（
上
寄
）

黒
田
　
一
（
兎
塚
）

山
本
良
治
（
射
添
）

井
上
　
司
（
小
代
上
）

岡
田
正
貴
（
小
代
中
）

中
村
カ
ツ
枝
（
小
代
下
）

穴
田
皓
一
（
谷
入
）

委
員
長

米
田
紀
子
（
浜
坂
Ｂ
）

吉
田
源
治
（
大
庭
）

安
田
一
夫
（
西
浜
）

浜
坂
地
域

中
木
正
美
（
浜
坂
Ａ
）

委
員
長

黒
井
忠
雄
（
温
泉
Ｂ
）

寺
谷
　
保
（
照
来
）

神
野
邦
夫
（
温
泉
Ａ
）

温
泉
地
域

西
脇
岩
雄
（
八
田
）

委
員
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
員
・
職
員
・
地
域
班
委
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。
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　　　●一般作業 ⇨ 除草、草刈、内外清掃、運搬、農林業、調理補助　●管理監視 ⇨ 宿日直、建物管理、駐車場
管理、施設管理　●サービス ⇨ スキー場関連作業、安全指導、福祉家事援助サービス　●技能 ⇨ 植木剪定、大工、
左官、襖張り・障子張り　●折衝外交 ⇨ 検針、配達　●専門技術 ⇨ 自動車運転、林業体験指導

凡 例

受注内容について

職群別受注内容

職群別受注内容 職群別就業延人員

単位：（千円）
※派遣を除く

単位：（人）職群別就業延人員

　当センターの特色として、受注額の約半数が一般作業として除
草、草刈、農林業等の外仕事が占めています。次に、管理監視と

して介護老人福祉施設の宿日直業務等が、次にサービス業務としてスキー場関連等の業
務が、更に技能作業の植木剪定、専門技術作業の自動車運転業務等が続きます。少数で
すが、賞状書き、宛て名書き等の筆耕業務などの依頼もあります。
　また、平成25年度から請負業務契約以外に、行政や社協等からの自動車運転業務に
ついて、シルバー派遣契約での実績もあります。

一般作業
57,626 24,344 20,053 10,431 4,409 2,237 255 119,355

管理監視 サービス 技 能 折衝外交 専門技術 事務整理 合 計

一般作業
11,905 4,534 2,585 1,225 916 319 84 21,568

管理監視 サービス 技 能 折衝外交 専門技術 事務整理 合 計

受注実績及び就業実人員

合 計
119,355千円
合 計

119,355千円
合 計
21,568人
合 計
21,568人

一般作業
48％

一般作業
55％

管理監視
20％

管理監視
21％

サービス
17％

サービス
12％

折衝外交
4％

専門技術
2％

折衝外交
4％

専門技術
2％

事務整理
0.2％

事務整理
0.3％

技能 技能
9％ 6％

▲ 新温泉町内の国道９号線沿いの草刈り作業の様子

▲ 香住地域にある小学校での剪定作業の様子

安全
パトロールの様子
安全安全
パトロールの様子パトロールの様子

　安全パトロールは、これまで植木の剪定や、草刈り等の現
場を夏場の年１回安全委員会で実施していましたが、平成26
年度からは、これ以外に６月～10月までの各月、管内５地域
をヘルメット、安全ベストなどの安全装具の着用が正しく行
われているか等、業務担当理事と職員で手分けして実施して
います。パトロールの結果、すべての地域で安全装具の着用
は徹底して出来ていました。今後とも安全意識を徹底させ、
事故の未然防止に努めていきます。
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26.5 浜坂多目的集会施設
　　　平成26年度定時総会

26.6 新温泉町湯 温泉総合支所前
　　　ボランティア活動

26.10 村岡御殿山公園

26.11 尼崎市立美方高原自然の家（小代）　　　　尼崎市の小学生への林業体験指導

26.10 兵庫県シルバー人材センター協会事業推進大会。
　　　　ハーバーランド神戸新聞社松方ホール（理事・事務局）

26.7 新温泉町浜坂地域 草引き
の様子

26.6 香住区森 香住高齢者生産活動センター
　　　刈払機取扱講習会

26.7 村岡区木の殿堂 草引きの様子

26.9 香住自動車学校
　　　シルバードライバーズスクール

26.9 村岡御殿山公園 植木剪定講習会

生け垣作り生け垣作り 雪吊り講習会雪吊り講習会

26.12 新温泉町湯 温泉総合支所町民センター 料理講習会
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昨
年
10
月
に
発
生
し
た
業
務
終
了

後
の
帰
宅
途
上
に
お
け
る
交
通
死
亡

事
故
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
緊
急
安

全
委
員
会
を
開
催
し
、
全
会
員
へ
の

事
故
内
容
の
周
知
と
注
意
喚
起
を
行

い
ま
し
た
。
更
に
11
月
上
旬
〜
中
旬

に
県
内
で
11
名
も
の
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
た
た
め
兵
庫
県
交
通
安
全

対
策
委
員
会
会
長
（
知
事
）
よ
り
交

通
事
故
多
発
警
報
が
発
令
さ
れ
た
た

め
「
シ
ル
バ
ー
み
か
た
緊
急
お
知
ら

せ
版
」
を
作
成
し
全
会
員
へ
周
知
し

ま
し
た
。

　重篤事故未然防止のため、美方郡広域シルバー人材センターでは危険を伴う作業に
就業する時は必ず安全装具を身に着ける事が理事会・定時総会で決定しました。
　草刈り、植木剪定、その他安全面で保護する必要のある作業に就業する場合は、必
ずヘルメット、安全ベスト、高所作業では安全帯の着用をお願いします。
　着用しないままでは就業できません。「ペナルティー制度」とは、これに違反して
就業すると一定の就業制限（ペナルティー）を課す事とした事故の未然防止施策です。

作業時にはヘルメット等の安全装具を着用しましょう

安全は、自ら守る事を基本に安全第一で作業に従事しましょう。
服装・履物・保護具は
仕事に適したものを
着用しましょう

仕事を始める前には
準備運動をしましょう

保護具や器具類は使用する
前に必ず点検しましょう

26.11.26 浜坂多目的集会施設

１号車 新温泉町
の皆さん

２号車 香美町の皆さん

▲ 安全委員会

　美方郡内の５つの会場（浜坂・香住・村
岡・小代・温泉）で、事務局と地域の理事
と会員間の地域懇談会を実施しました。毎
年、比較的業務が閑散期を迎える11月から
12月に実施しています。
　会員の皆さんが日頃疑問に思っている事
や、意見・提言等、自由に意見交換を行う
場所です。今年は、事故の未然防止策のペ
ナルティー制度を実施したことも有り、特
に、安全面に関する意見が多く出て、有意
義な意見交換を実施できました。

地域懇談会

会
員
親
睦
旅
行

な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月

吉
本
新
喜
劇
観
劇

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

香住文化会館

アンケートの結果、97％の人が
良かったと回答してもらいました。
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
頁
の
シ
ル

バ
ー
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
で
も
ご
覧
頂
い

た
よ
う
に
、
刈
払
機
取
扱
講
習
会
、
剪

定
講
習
会
、
雪
吊
り
講
習
会
等
を
主
と

し
て
新
規
入
会
の
会
員
へ
の
技
術
習
得

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
雪
吊
り
講
習
会
当

日
、
生
垣
の
作
り
方
も
併
せ
て
実
施
し

ま
し
た
。
植
木
と
竹
を
結
ぶ
と
き
の
結

び
方
で
、
「
男
結
び
」
は
見
て
い
る
と

簡
単
な
よ
う
で
す
が
実
際
に
や
っ
て
み

る
と
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
、
初
め

て
参
加
し
た
会
員
は
、
何
度
も
何
度
も

繰
り
返
し
練
習
し
て
や
っ
と
習
得
で
き

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
数
年
振
り
に
実
施
し
た
料
理

講
習
会
は
、
家
事
支
援
業
務
の
ご
依
頼

が
増
え
る
事
を
想
定
し
て
、
冷
蔵
庫
の

中
に
あ
る
食
材
で
「
サ
サ
ッ
と
短
時
間

に
出
来
る
料
理
」
の
作
り
方
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
本
誌
が
美
方
郡
内
の
全
戸
に

配
布
出
来
た
事
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の

皆
様
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご

理
解
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
美
方
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

編
集
後
記

〇美方郡在住の方で、原則60歳以上の健康で働く意欲のある方。
〇現在職業をお持ちでない方。
〇決まった就業や、収入の保障は有りませんが、各人の能力に応じた働き方ができ
ます。
〇会員は一事業者の扱いになるので、労災関係法令の適用はありません。万が一就
労中にけがをした場合はシルバー人材センターが独自に加入しているシルバー保
険で対応します。　　

ΏσΨȜ̧̦̞̩́̿ͤȂಏͤͅैۼ४̞̯̺̩̱̀حȃ
̮Ⴒ၁̤ͬఞ̻̱̞̳̀͘ȃ
ΏσΨȜ̧̦̞̩́̿ͤȂಏͤͅैۼ४̞̯̺̩̱̀حȃ
̮Ⴒ၁̤ͬఞ̻̱̞̳̀͘ȃ

〒669-6821
美方郡新温泉町湯904-3

至牧場公園

すこやか～に

夢ホー
ル

㈲清美社
稲負谷川

至牧場公園

至 村岡至 浜坂

やすらぎの里

森田歯科医院
広域事務組合

高齢者生活福祉センター
デイサービスセンター

すこやか～に

夢ホー
ル

㈲清美社
稲負谷川

春来川春来川
夢大橋

トンネルトンネル

歌長北
９

新温泉町
温泉総合支所

至
湯
村
温
泉
荒
湯

至
湯
村
温
泉
荒
湯

（公社）美方郡広域
シルバー人材センター

　内閣府「平成25年版高齢社会白書」によると、我が国の
65歳以上の人口は、約3,079万人（総人口12,752万人に占め
る割合は24.1%）となっており、年々増加傾向にある。こ
うした中「現在の年金額（月８万円）では生活が苦しい、
あと４万～５万円程度の収入を得たいが、ハローワークへ
行っても経済状況が低迷する中、高齢を理由になかなか就
職先が決まらない。もっと、高年齢者の働く場所を増やし
てほしい。」との声が多く寄せられています。
　高年齢者の就労支援では、ハローワークを始めとした行
政機関の役割が重要であるが、これを補完するものとして、
シルバー人材センターの役割もますます重要になってきて
いるとしています。

　入会説明会にご参加ください。⇒毎月１回、原則第２火曜日の午
前９時半から、センター会議室において入会説明会を開催していま
す。説明を聞いて納得して頂いてからの入会手続きになります。ご
希望の方は最終ページの連絡先へご連絡ください。

【出典:厚労省ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ推進室活動報告書（25.12.26）より】

〇高齢人口の増加

まずは
会　員
登録を！

まずは
会　員
登録を！

公益社団法人美方郡広域シルバー人材センター案内図



受付時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15


